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米沢市民の健康・栄養プロジェクト事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金　光　秀　子　　
　　実施期間：平成29年９月～平成30年３月
　　担当教員：金光秀子
　　連携機関：米沢市、笹木洋一（本学客員センター員、米沢らーめんから始める元気な
まちづくりの会）、牧野元（本学客員センター員、協同組合 米沢伍麺会）
１．平成29年度「米沢市民の健康・栄養プロジェクト」事業の目的
　山形県は、食塩摂取量および高血圧患者が全国の中で上位に位置しており、米沢市にお
いても同様の傾向にある。米沢市が掲げている「健康長寿日本一」を達成するためには、
市民に対する健康についての啓発活動は最重要事項である。
　本プロジェクト事業は、地元飲食店等の事業者と連携した減塩商品の開発等を実施し、
米沢市民に対する食生活改善のための啓発を目的としている。
　また、「食育 SAT システム」を利用して栄養指導を行うなど、米沢市民の生活習慣病
の発症予防を図る。
２．実績報告
　（1）米沢市民への健康・栄養情報の発信
　　①　山形県立米沢栄養大学のホームページにて減塩についての取り組みを紹介した。
　　②　飲食店₄店舗（あたご食堂、愛染ラーメン、うどん匠元、あいづや）で計₈種類
の料理における栄養成分の分析値の表示および「適塩カード」の配布等に取り組み、
米沢市民に対しての健康・栄養情報発信の拡大に繋げた。
減塩の普及を目的とした「適塩カード」 飲食店における料理の採取風景
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（2）地元事業者（飲食店等）から発信する「減塩の推進」
　米沢市内のらーめん店などの飲食店と連携し、減塩対策を推進するための「健康を意
識した減塩メニュー」の開発について、2018年度より開始される「健康な食事・食環境」
認証制度へ「健康な食事」（スマートミール）を応募するための研修会を11月と12月に
₂回実施した。また、飲食店₂店舗（織匠、あいづや）においての試食検討会を実施した。
　飲食店の方々は「健康な食事（スマートミール）」の開発に向けて、熱心に研修会に
参加された。現時点では麺料理での食塩相当量を減らすことが難しく、定食でのスマー
トミール開発に挑戦されつつある。また、飲食店様の栄養価計算を担当した者としては、
やはり醤油ベースの料理が多くその影響で食塩相当量が高くなっていると予想される。
更に試食検討会でのアンケート調査等でも、個々の飲食店で人気がある定番メニューと
は別メニューでの開発が必要との意見もある。米沢市民の健康のためには新しい発想が
求められているようである。
　試食検討会では、₅月と10月の応募締め切りまでに取り組むべき課題の発見の機会と
なった。
第１回研修会（11月）
第２回研修会（12月）
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（3）「食育 SAT システム」を使った米沢市民への栄養教育活動
　平成29年10月７日（土）、８日（日）の米沢市生涯学習フェスティバル「遊学よねざわ
2017」において体験型栄養教育「食育 SAT システム」１台を設置し、₂日間で計410名
の来場者に対して栄養バランスのチェックや、山形県栄養士会と共同での栄養指導を実
施し盛況であった。
第１回試食検討会（平成30年3月27日）
第２回試食検討会（平成30年3月28日）
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